
平成29年度

日本医師会 女性医師支援センター事業

近畿ブロック会議（平成29年10月14日） 報 告

大阪府医師会 理事 笠原 幹司
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・兵庫県医師会男女共同参画推進委員会

(委 員) 兵庫県女性医師の会役員・13名、

兵庫県医師会担当副会長・1名、理事・3名

● 兵 庫 県 医 師 会 の 取 り 組 み

・平成29年度 事業計画
女性医師再就業支援（県委託事業）、病院訪問（研修医・勤務医との懇談）

研修医・勤務医のベビーシッター費用の一部負担、女性医師支援相談窓口、
女性医師の会フォーラム・研修会開催、ニュースレター発行（年2回） 他

・兵庫県女性医師の会(会員・約400名)

平成18年に結成、県内全医師対象、医師会非入会会員も可

男性医師の入会推奨
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施 設 長 ・ 勤 務 医 へ の ア ン ケ ー ト 調 査
目 的：施設長および勤務医の意識調査・環境調査

実施年：平成23年、26年、29年

アンケート送付先：県下の大学病院、公立病院、私立病院

平成23年（313病院）、26年（352病院）、29年（354病院）

＊勤務医師へのアンケートは病床数により配布数を決定

平成23年（5,645部）、26年（6,190部）、29年（6,330部）

勤務医の概要（回答者）：男性 54.3%、女性 45.2%、兵庫県医師会員 54.8%

保育施設の整備状況、病児保育の整備状況、短時間正職員制度

勤務中の保育、勤務中の病児保育 等
（近畿ブロック会議資料より） 2



施 設 長 ・ 勤 務 医 へ の ア ン ケ ー ト 調 査
・医師会の女性医師支援の認知度

・兵庫県医師会への要望

・女性ばかりでなく男性の働き方の改革が必要

・さまざまな支援制度の情報伝達

・勤務環境の改善、制度の充実

⼥性医師再就業⽀援
センター

ベビーシッター費⽤
⼀部負担制度

28.6%

66.7%

4.8%

知っている
知らない
無回答

10.3%

86.4%

3.3%

知っている

知らない

無回答

・女性医師の職場環境は
改善したか？

（近畿ブロック会議資料より）
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●滋賀県医師会の取り組み

・女性医師懇談会・7月29日開催

テーマ「尿失禁と骨盤臓器下垂」（講師・産婦人科医師）

・滋賀医科大学3年生に対する講義・10月19日開催

特別講義「医師のワーク・ライフ・バランスについて考える

～キャリアをどのように積み重ねるか、

人生設計を今から考える」

（講師・医師のワーク・ライフ・バランスを考える会）
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・医学生・研修医サポート事業

これが私の進む道

～先輩医師のプロフィールに学ぶ～

滋賀医科大学にて

平成29年10月29日（日）

「医学生・研修医等をサポートするための会」開催

・報告「医師会とその役割」

・シンポジウム（講師・卒業生）

5



・育児支援事業
滋賀県医師会ホームページに「女性医師支援コーナー」を設けて、

保育サポート情報を提供

・滋賀県女性医師交流会・11月18日開催
滋賀県女性医師ネットワーク会議

（滋賀医科大学、滋賀県病院協会、滋賀県医師会）

「女性も男性も楽しく働く！！～キャリアアップも子育ても充実」

・勤務医研修会の実施・年2回開催

・リーダーシップ研修会（9月9日）「地域医療構想においたマーケティング」

・マネジメント研修会（平成30年2月3日）「財務研修、法務研修」
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●奈良県医師会の取り組み
～ 奈 良 県 立 医 科 大 学 が 取 り 組 む 女 性 医 師 支 援 ～

奈良県立医科大学勤務の職位別の女性割合 (H29.5.1時点）奈良県立医科大学臨床系女性教員数の推移

（近畿ブロック会議資料より）
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・医師のワーク・ライフ・バランスを確保するための取り組み
（ワークライフバランス検討委員会設置）

１）年次有給休暇（1時間単位で取得可能）

２）夏期休暇（半日単位で取得可能）

３）その他の特別休暇

・産前産後休暇、 ・育児休業、
・短時間勤務制度や部分休業制度・・・外勤と併用可能

“母子の健康問題、自己都合以外での妊娠・出産を契機とする
女性医師の退職ゼロに取り組み達成”
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・女性研究者支援センターが中心となり実施している女性医師支援

女性医師支援に関する情報提供

女性医師・女性研究者・医学部女子学生の交流会（En 女医（joy) Café ）開催

相談業務

医学生や研修医を対象としたキャリア教育やロールモデルの提示

妊娠・出産・育児や介護を担う女性医師に対する研究補助目的での研究支援員配置

女性研究者学術研究奨励賞

女性医師を対象とした文部科学省科学研究費申請推進事業

 男女学生に対する卒前卒後のキャリア教育
 全医師の就労環境整備
 各医師への就労・研究に関する制度周知と情報提供
 女性医師に特化した研究支援
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● 和 歌 山 県 医 師 会 の 取 り 組 み

・ 女 性 医 師 メ ン タ ー 制 度
平成27年度から県の委託事業
平成29年4月より医師会独自事業
県内6施設・計7名の医師を
女性医師メンター（助言者）に委託

●相談件数
（Ｈ27.10月～Ｈ29.6月） 134件
育児・介護関連 49件
勤務環境・待遇・設備関連 23件

他

（近畿ブロック会議資料より）
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・「研修医レター」発行

・平成27年2月から年3回発行

・研修医に配布

★先輩女性医師による
「ワークライフバランス」など
女性医師に関する記事を掲載

・研修会等の案内

・日本医師会女性医師バンクの案内

11



・第15回 女性医療フォーラム 10月21日開催

・和歌山県立医科大学ワークライフバランス講義

医学生をサポートするための会 平成28年10月25日開催

「医学生のためのキャリア入門

～自分の未来をデザインしよう～ 」

・女性医師支援講座 平成28年11月8日開催

（医学生・研修医等をサポートするための会）

「これからの進路を模索中の貴方へ

体験者の話もふまえて」

・地域における女性医師支援懇談会「わかＪＯＹ会」 8月11日開催
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● 京 都 府 医 師 会 の 取 り 組 み
・医師のワークライフバランス（WLB）委員会

第8回「医学生・研修医をサポートする会」

日時：2018年3月3日（土）午後
場所：京都ホテルオークラ

「医師の働き方改革」をテーマに討論

・子育て支援事業「子育てサポートセンター（仮称）」を設置

「医学生・研修医をサポートする会」を

「医師のワークライフバランスを探求する！」と題して年に1回開催

・医師のWLBについてともに考え、議論出来る場を企画、新たな試みでは若手医師のオブザーバー参加
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2017年1月京都府内の169のすべての医療機関を対象に実施。
115の医療機関より回答を得た（回答率68%)。

ワークライフバランス担当部署の設置率は、かなり低いのが現状。
しかし、その有無が女性管理職の比率上昇につながっている訳ではない。

医療機関の医師数別のワークライフ
バランス担当部署の有無

子育て支援等に関する取り組み状況調査①

ワークライフバランス担当部署の
有無別にみた女性管理職の割合

（近畿ブロック会議資料より） 14



女性管理職の割合が10%以上の医療機関は全体の3割程度に留まる。
一定規模以上の医療機関では院内保育所を設置しているところが70%以上と増加している。
ただし、院内病児保育所については、設置されていたのは26医療機関であった（22.6％）。

医療機関の医師数別にみた
女性管理職の割合

医療機関の医師数別の院内保育所設置
（予定含）の有無

子育て支援等に関する取り組み状況調査②

（近畿ブロック会議資料より） 15



院内保育所・託児施設の現況等に関するアンケート調査

院内設備、実施している制度など 対応している施設数 (回答７１)

院内保育
(隣接、専門業者を含む) ６４（９０％）

病児保育
３５（４９％）
病後児（３）含む場合：３８（５４％）

短時間勤務 ６６（９３％）

残業免除 ４６（６５％）

当直免除 ５４（７６％）

短時間正職員 ３１（４４％）

病児保育以外の対応
就労形態について

在宅保育サービス助成制度
育児休業制度
子の看護休暇制度
勤務日数を4日間とする(正職員)
外部医師による当直、救急日直制度

●大阪府医師会の取り組み

(1)平成２８年１０月 実施

(2)調査対象 ：７２施設

（府内基幹型臨床研修病院）

(3)回 答 ：７１施設

(4)回答なし ： １施設

とりわけ女性医師の就労継続が

病院運営にとって、

いかに重要な戦力であるか、

勤務先の経営陣の意識改革が、

反映される！！ 16



大阪府医師会 男女共同参画シンポジウム
「第３回 イクメン（育Men）医師を育てよう！！」

・5月20日に開催

・講師は、子育て中の男性医師

（開業医、大学勤務医、病院勤務医）

「医学生、研修医等をサポートする
ための会」（平成29年2月9日、近畿大学医学部にて）

テーマ「ワーク・ライフ・バランス」

参加者：120名（女性74名、男性46名）

・講演 ｢医療安全とワーク・ライフ・バランス～縦糸と横糸の関係～｣

・（発表）医学生と研修医による｢女性医学生・研修医の悩みごと｣
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ブロック女性医師支援ＷＧによる活動 ～平成29年度～

1）第1（豊能）・第2（三島）ブロック
女性医師支援のためのパネルディスカション（11月4日）

「イクメン、イクボスへの道、指南します。」

・基調講演～医師の働き方改革に必要なものとは

2）第3（北河内）・第4（中河内）・第5（南河内）ブロック
女性医師支援シンポジウム（12月16日）

「社会で育てる未来の子どもたち」

・基調講演～男女で考える医師のキャリアと働き方

3）第6（堺）・第7（泉州）ブロック女性医師支援シンポジウム

（平成30年2月10日）

「こんな職場で働きたい！ 若手医師に求められる支援とは？」

・基調講演～初期臨床研修室長の役割 -活気に満ちた病院を目指して-

・府内11ブロックを4地域に再編成し、

各ＷＧ主催で女性医師支援シンポジウム等を開催
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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